
私
は
、
二
○
世
紀
の
都
市
文
化
の
所
産
で
あ
る
近
代
美
術
の
系
譜
と
、
天
野
潮
彦
の
造
形
意
識
と
は
摩

擦
を
起
し
て
い
る
よ
う
に
想
像
し
て
い
る
。
と
に
か
く
、
天
野
潮
彦
が
、
十
九
世
紀
以
前
の
西
洋
絵
画
で

は
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
表
現
に
近
い
絵
を
描
く
こ
と
は
興
味
深
い
。
も
し
、
年
輩
の
人
が
同
じ
こ
と
を
し
て

い
る
の
な
ら
、
別
に
面
白
く
も
な
ん
と
も
な
い
。
一
九
五
七
年
生
ま
れ
の
天
野
潮
彦
が
描
い
て
い
る
こ
と

が
問
題
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
彼
の
先
輩
た
ち
が
口
に
し
た
は
ず
の
二
○
世
紀
美
術
賛
美
の
声
を
、
聞
き
捨

て
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
聞
き
入
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
別
の
道
を
撰
択
し
て
い
た
は
ず
だ
。

天
野
潮
彦
が
、
古
典
回
帰
を
装
い
な
が
ら
構
成
の
堅
固
な
絵
画
空
間
を
模
索
し
て
い
る
こ
と
と
、
と
く

に
近
代
美
術
と
い
う
も
の
の
中
で
成
立
し
た
造
形
の
理
論
、
意
識
、
手
段
に
背
を
向
け
て
い
る
こ
と
に
、

私
は
時
代
の
変
化
の
兆
し
を
感
じ
、
注
目
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
○
世
紀
の
終
り
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
は
、
美
術
界
の
現
象
の
中
か
ら
も
感
じ
ら
れ
る
。
時
代
の
変
化

に
鋭
敏
な
の
は
い
つ
も
若
い
世
代
で
あ
る
。

数
年
前
か
ら
若
い
世
代
が
好
ん
で
取
り
組
む
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
事
は
、
誰
の
眼
に
も
時
代
の

変
化
の
兆
し
と
し
て
見
え
た
よ
う
だ
。
そ
の
中
で
、
同
じ
若
い
世
代
の
人
で
あ
る
天
野
潮
彦
の
作
品
は
、

一
見
、
古
典
回
帰
あ
る
い
は
古
典
模
倣
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
か
、
見
過
し
に
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

フ
ｅ
ｏ

美
の
小
箱

天
野
潮
彦

文
”
増
田
洋

〈
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
次
長
〉

新
し
き
ク
リ
エ
ー
タ
ー
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こ
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
雑
誌
で
す

あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る

神
戸
を
訪
れ
る
人
に
は
や
さ
し
い
道
し
る
べ

こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
心
の
手
帖
で
す

表
紙
／
小
磯
良
平

セ
カ
ン
ド
カ
バ
ー
／
西
村
功

９
神
戸
っ
子
肥
／
花
柳
寿
加
達
・
西
村
理

阻
あ
る
集
い
／
お
ん
な
釦
人
会
・
か
ん
か
ん
か
ん
展

幅
コ
ウ
ベ
ス
ナ
ッ
プ
／
南
京
街
龍
踊
り
・
元
町
六
丁
目
商
店
街
新
ア
ー

ケ
ー
ド
完
成

胴
美
の
小
箱
／
⑬
天
野
潮
彦
文
・
増
田
洋

旧
神
戸
の
新
景
／
カ
メ
ラ
・
小
山
保

羽
わ
た
し
の
意
見
／
長
島
隆

訓
随
想
／
吉
田
啓
正
・
黄
棟
和
・
西
川
由
香
子

調
地
域
文
化
論
／
水
谷
穎
介

弱
第
吃
回
神
戸
文
学
賞
受
賞
作
発
表

犯
〈
特
集
Ｉ
〉
劇
場
都
市
・
神
戸
の
可
能
性
を
探
る

田
プ
ロ
ロ
ー
グ

回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
蛾
川
幸
雄

回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
朝
倉
撮

杷
〈
新
春
対
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貝
原
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Ｖ
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中
内
安
子

粟
《
特
蕊
Ⅱ
〉
“
認
た
く
神
戸
１
ｍ
の
テ
‐
マ

印
経
済
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

弱
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
座
談
会
／
「
創
世
紀
に
向
け
て
グ
レ
ー
タ
ー
神
戸
の

大
プ
ラ
ン
を
持
つ
べ
き
だ
」
柏
井
健
一
・
木
口
街
・
中
内
力

別
連
載
エ
ッ
セ
イ
／
島
京
子
・
カ
ッ
ト
／
早
川
良
雄

刀
宝
塚
座
談
会
／
喜
多
弘
・
平
み
ち
・
神
奈
美
保

刺
話
題
の
ひ
ろ
ば
／
Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
誌
大
賞
／
関
西
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
協
会

花
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ポ
ッ
ト

別
神
戸
の
お
嬢
さ
ん
／
砂
金
佐
知
・
横
尾
佳
陽
子

鵬
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
／
神
戸
へ
や
っ
て
来
た
「
イ
タ
リ
ア

フ
ア
ッ
今
ン
ヨ
ン
」

刑
動
物
園
飼
育
日
記
〈
油
〉
／
亀
井
一
成

咽
座
談
会
／
南
京
街
春
節
祭

伽
ス
ポ
ー
ッ
エ
ッ
セ
イ
／
「
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
」
武
田
利
信

醐
神
戸
の
集
い
か
ら

剛
神
戸
を
福
祉
の
町
に
／
橋
本
明

剛
有
馬
歳
時
記

剛
Ｋ
・
Ｆ
。
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス

剛
神
戸
百
店
会
だ
よ
り

剛
ふ
た
た
び
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
Ｐ
の
研
究
室
／
岡
田
淳

Ⅷ
連
載
リ
レ
ー
ま
ん
が
・
猫
じ
ゃ
ら
し
／
①
佐
藤
晴
美

雌
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ

山
シ
ネ
マ
試
写
室
／
淀
川
長
治

Ⅷ
ぴ
っ
と
い
ん

Ⅷ
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

剛
街
角
の
神
戸
っ
子

剛
神
戸
文
学
賞
選
考
座
談
会
／
杜
山
悠
・
武
田
芳
一
・
鄭
承
博

剛
連
載
小
説
／
「
夢
食
い
魚
の
ブ
ル
ー
グ
ッ
ド
バ
イ
」
釜
谷
か
お
る

剛
一
千
一
秒
物
語
／
イ
ナ
ガ
キ
タ
ル
ホ
・
銅
版
画
／
大
月
雄
二
郎

旺
海
船
港
／
「
伽
ノ
ッ
ト
で
走
る
未
来
船
」
か
ど
も
と
み
の
る

カ
メ
ラ
／
米
田
定
蔵
・
池
田
年
夫
・
松
原
卓
也
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１
２９
１

☆
私
の
意
見

三
ノ
宮
に

文
化
的
な

集
客
施
設
を

長
島
隆

八
神
戸
地
畜
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
ｖ

昨
年
ｍ
月
、
神
戸
地
下
街
の
社
長
に
就
任
し
た
わ
け
で
す
が
、

副
社
長
時
代
か
ら
、
宮
崎
社
長
の
代
行
と
し
て
、
実
務
面
で
実
質

的
に
は
社
長
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
実
に
社
長

に
な
る
と
、
自
分
で
は
同
じ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
世
間
の

評
価
と
い
う
の
が
非
常
に
違
い
、
責
任
が
重
い
な
と
改
め
て
感
じ

て
い
ま
す
。

『
さ
ん
ち
か
』
は
、
昭
和
帥
年
に
大
改
装
を
行
い
、
ハ
ー
ド
面

で
は
、
一
応
充
分
な
こ
と
を
や
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
は
ソ
フ
ト

面
の
充
実
を
、
名
店
会
と
協
力
し
て
や
っ
て
行
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
、
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
・
演
出
等
で
人
に

来
て
も
ら
っ
て
、
楽
し
ん
で
も
ら
う
場
所
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を

考
え
て
い
か
な
い
と
、
施
設
だ
け
で
は
街
は
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま

せ
ん
し
、
ま
た
、
売
り
上
げ
も
伸
び
ま
せ
ん
。

神
戸
地
下
街
と
し
て
は
、
新
春
早
々
、
建
設
に
取
り
か
か
る
ハ

ー
バ
ー
ラ
ン
ド
の
地
下
街
、
こ
れ
を
成
功
さ
せ
な
く
て
は
い
け
な

い
。
具
体
的
に
ど
う
い
う
店
舗
を
作
る
か
、
ど
う
い
う
ア
メ
ニ
テ

イ
ー
ス
。
ヘ
ー
ス
を
作
る
か
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
今
年
、
神
戸
地
下
街
が
設
立
さ
れ
て
躯
周
年
を
迎

え
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
記
念
し
て
、
９
月
下
旬
に
ス
。
へ
イ
ン
の
カ

タ
ロ
ニ
ア
の
〃
モ
デ
ス
ト
・
ク
ッ
シ
ャ
ー
″
と
い
う
画
家
の
展
覧

会
を
行
い
ま
す
。
彼
は
、
向
こ
う
で
は
非
常
に
有
名
な
の
で
す

が
、
日
本
で
は
作
品
が
全
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
彼
の
青
年

時
代
か
ら
の
全
作
品
を
さ
ん
ち
か
ホ
ー
ル
に
持
っ
て
く
る
予
定
で

す
。
現
地
の
方
の
協
力
も
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

神
戸
・
三
ノ
宮
と
い
え
ば
、
す
ぐ
に
大
阪
・
梅
田
と
出
て
く
る

く
ら
い
競
争
関
係
に
あ
る
ん
で
す
が
、
梅
田
に
は
大
丸
や
ナ
ピ
オ

に
美
術
館
が
、
キ
タ
に
は
演
劇
関
係
の
劇
場
や
、
ま
た
新
し
い
映

画
館
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
比
べ
て
三
・
ノ
宮
に
は
買
物

以
外
の
演
出
で
き
る
装
置
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
や
は
り
三
ノ

宮
に
は
そ
う
い
う
も
の
が
必
要
で
す
。
地
下
街
は
、
物
理
的
に
限

界
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
行
政
に
働
き
か
け
る
と
か
、
そ
ご
う
・
セ

ン
タ
ー
街
の
人
達
と
力
を
合
わ
せ
て
、
そ
う
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
の

文
化
的
な
会
場
と
イ
ベ
ン
ト
の
実
現
に
努
め
て
行
き
、
そ
れ
が
三

ノ
宮
の
発
展
に
繋
が
っ
て
行
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。（

談
）

鷺

蕊



こんにちは赤ちゃん

小栗佳奈ちゃん / 東灘区深江南町
Ｉ「生後６ヶ月、やっとひとりで
’すわれるようになりました ｡ 」
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